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複数のジスルフィド結合を含むタンパク質において迅速に天然型のジスルフィド結合様式を形成

することは、ミスフォールド体の蓄積やフォールディング中間体の凝集を抑え、生理活性構造を構築

する上で重要な化学反応である。本研究では、生理活性ペプチド ウログアニリンの前駆体タンパク

質であるプロウログアニリンを対象とし、そのフォールディング中間体の立体構造をNMRによって

明らかにし、プロ領域が立体構造形成を制御するメカニズムを明らかにすることにした。 

13Cおよび 15Nラベルしたプロウログアニリンのフォールディング中間体と天然型を用意し、主鎖

と側鎖アミドプロトンの帰属に必要なスペクトルを測定した。連鎖帰属法を用いて、中間体および天

然型の主鎖アミドプロトンの帰属をほぼ完了した。さらに、詳細な構造解析を行うために側鎖の帰属

に必要なスペクトルを測定し、帰属を行った。中間体の側鎖の帰属を 80%完了した。さらに、15N-edited 

NOESY, 13C-edited NOESY を測定した。しかし、測定中の中間体の凝集により、解析可能な NOESY

スペクトルを得ることができなかった。測定溶液の条件検討を行ったが中間体の凝集抑制が困難であ

ったので、Non-Uniformed Sampling法による測定時間短縮を試みた。結果として、解析可能な 15N-edited 

NOESYのスペクトルを取得することができた。 
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